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(54)【発明の名称】 簡易型内視鏡画像音声送受信装置

(57)【要約】
【課題】  内視鏡画像による遠隔診断／検査を容易に実
現できる簡易型内視鏡画像音声送受信装置を提供する。
【解決手段】  支援側のものと通信網４を介して接続さ
れる診断／検査側の簡易型内視鏡画像音声送受信装置３
Ａは、内視鏡装置２から映像入力端子３９ａを介して入
力された内視鏡画像をモニタ４３に表示可能であると共
に、音声信号と共に通信ＩＦ５４を介して支援側の簡易
型内視鏡画像音声送受信装置３Ｂに送信し、そのモニタ
４３に内視鏡画像を表示して支援側の術者のアドバイス
等を容易に受けられるようにすると共に、必要に応じて
その内視鏡画像に参考になる内視鏡画像等を送信して貰
い、診断／検査を行い易いようにしている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  通信回線を介して内視鏡画像及び音声を
送受可能な機能を有する簡易型内視鏡画像音声送受信装
置において、
画像表示手段と通信手段とを一体に構成すると共に、前
記内視鏡画像を入力する入力手段を設けたことを特徴と
する簡易型内視鏡画像音声送受信装置。
【請求項２】  前記入力手段は有線或いは無線による入
力手段である請求項１記載の簡易型内視鏡画像音声送受
信装置。
【請求項３】  前記前記内視鏡画像を記録する画像記録
手段を有する請求項１記載の簡易型内視鏡画像音声送受
信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は通信回線を介して内
視鏡画像及び音声を送受する簡易型内視鏡画像音声送受
信装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、ＩＳＤＮ回線を利用して音声及び
画像を送受信することが行われている。これを利用し
て、例えば内視鏡を使用した診断においては、診断中の
医師が遠隔地にいる他の医師に診断の様子や内視鏡画像
を送り、アドバイスを得るといういわゆる遠隔医療診断
が行われるようになった。
【０００３】また、工業用分野においても、内視鏡を使
った検査中の画像を遠隔地にいるものに送り、検査につ
いてのアドバイスをもらうことに利用される場合があ
る。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】この遠隔医療診断を実
現するためには、その画像及び音声を送受信するための
専用のネットワーク及び設備を構築しなければならず、
その普及を妨げている。野外などで行われる工業用分野
の検査でもこのような専用のネットワーク及び設備を構
築するのは困難である。また、いわゆるＴＶ電話を使っ
て画像を送信する場合、ＴＶ電話に設けられているカメ
ラで内視鏡装置のモニタに表示されている画像を撮影
し、その画像を送信することになる。このようなもので
は、精度が要求される内視鏡診断／検査には適さない。
【０００５】本発明は、上述した点に鑑みてなされたも
ので、内視鏡画像による遠隔診断／検査を容易に実現で
きる簡易型内視鏡画像音声送受信装置を提供することを
目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】通信回線を介して内視鏡
画像及び音声を送受可能な機能を有する簡易型内視鏡画
像音声送受信装置において、画像表示手段と通信手段と
を一体に構成すると共に、前記内視鏡画像を入力する入
力手段を設けたことにより、画像表示手段と通信手段を
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一体にしたコンパクトな装置構成で、入力手段により内
視鏡画像を入力して通信回線を介して遠隔地側に送信
し、遠隔診断／検査を容易に行えるようにしている。
【０００７】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図３は本発明の第１の
実施の形態に係り、図１は第１の実施の形態を備えた内
視鏡画像送受信システムの全体構成を示し、図２は内視
鏡装置の構成を示し、図３は簡易型内視鏡画像音声送受
信装置の外観を示す。
【０００８】図１に示すように内視鏡画像送受信システ
ム１は診断／検査を行う内視鏡装置２と、この内視鏡装
置２に接続され、内視鏡画像等の画像情報及び音声情報
を送受信可能とする診断／検査側の簡易型内視鏡画像音
声送受信装置３Ａと、この簡易型内視鏡画像音声送受信
装置３Ａと電話回線等の通信網４を介して接続され、こ
の簡易型内視鏡画像音声送受信装置３Ａからの内視鏡画
像情報及び音声情報を受信すると共に、支援のための画
像情報や音声情報を送信する支援側の簡易型内視鏡画像
音声送受信装置３Ｂと、この簡易型内視鏡画像音声送受
信装置３Ｂに接続される画像音声の記録／再生を行うＶ
ＴＲ５とから構成される。
【０００９】図２に示すように内視鏡装置２は内視鏡診
断／検査を行う内視鏡１１とこの内視鏡１１が着脱自在
に接続され、照明光を供給する光源装置１２と、内視鏡
１１に内蔵された撮像素子に対する信号処理を行うカメ
ラコントロールユニット（以下、ＣＣＵと略記）１３
と、このＣＣＵ１３の映像出力端子１３ａから出力され
る映像信号が入力されることにより、対応する内視鏡画
像を表示するモニタ１４とから構成される。このＣＣＵ
１３の映像出力端子１３ａには簡易型内視鏡画像音声送
受信装置３Ａが接続され、簡易型内視鏡画像音声送受信
装置３Ａを介して内視鏡画像を送信することができるよ
うにしている。
【００１０】内視鏡１１は体腔内等に挿入される挿入部
１６と、この挿入部１６の後端に設けられた操作部１７
と、この操作部１７から延出されたユニバーサルケーブ
ル１８と、このユニバーサルケーブル１８の途中から２
本に分岐されたライトガイドケーブル１８ａの後端に設
けられたライトガイドコネクタ１９ａと信号ケーブル１
８ｂの後端に設けられた信号コネクタ１９ｂとからな
り、ライトガイドコネクタ１９ａは光源装置１２に着脱
自在で接続され、信号コネクタ１９ｂはＣＣＵ１３に着
脱自在で接続される。
【００１１】光源装置１２内にはランプ電源回路２１か
ら供給されるランプ電源により点灯（発光）するランプ
２２が収納され、このランプ２２の光は集光レンズ２３
を介してライトガイド２４の入射側の端面に供給され、
この光はライトガイド２４により伝送されて挿入部１６
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の先端部の照明窓に固定された出射側の端面から出射さ
れ、患部等の被写体を照明する。
【００１２】挿入部１６の先端部には照明窓に隣接して
観察窓が設けてあり、この観察窓には対物レンズ２６が
取り付けてあり、照明された被写体の光学像を結像す
る。この結像位置には撮像素子として例えばＣＣＤ２７
が配置され、このＣＣＤ２７により光学像は光電変換さ
れる。
【００１３】このＣＣＤ２７は信号線の一端が接続さ
れ、この信号線の他端は信号コネクタ１９ｂの接点を介
してＣＣＵ１３のＣＣＤドライブ回路２８とビデオプロ
セス回路２９とに接続される。そして、ＣＣＤドライブ
回路２８から出力されるＣＣＤドライブ信号がＣＣＤ２
７に印加されることにより、ＣＣＤ２７で光電変換され
たＣＣＤ出力信号（撮像信号）はビデオプロセス回路２
９に入力され、このビデオプロセス回路２９により標準
的な映像信号が生成される。
【００１４】この映像信号は映像出力端子１３ａからモ
ニタ１４に出力され、モニタ１４の表示面に被写体像
（内視鏡画像）が表示されると共に、簡易型内視鏡画像
音声送受信装置３Ａ（の映像入力端子３９ａ）に出力さ
れる。
【００１５】図３に示すように簡易型内視鏡画像音声送
受信装置３Ａは装置本体３１と、その後端の回動部で回
動自在の蓋部３２とで開閉するブック形状をしており、
側部には可動式のビデオカメラ（以下、単にカメラ）３
３が設けてある。また、携帯移動し易いように取っ手３
４が設けられた装置本体３１における（蓋部３２で開閉
される）上面には音声による送受信が可能な電話機３５
と、データ入力を行うテンキー３６と、音声入力を行う
マイク３７と、画像の切換を行う画像切換スイッチ３８
とが設けてある。
【００１６】また、装置本体３１におけるビデオカメラ
３３側と反対側の側部には（画像入力手段としての）映
像入力端子３９ａと、映像出力端子３９ｂと、音声入力
端子３９ｃと音声出力端子３９ｄと、通信網４に接続す
るモジュラーケーブル等の通信ケーブル４０の接続端子
４１とが設けてある。また、蓋部３２側には画像表示手
段としてのモニタ４３と、音声出力を行うスピーカ４４
とが設けてある。
【００１７】図３は診断／検査側の簡易型内視鏡画像音
声送受信装置３Ａであるので、映像入力端子３９ａには
ビデオケーブル４４が接続され、このビデオケーブル４
４の他端はＣＣＵ１３の映像出力端子１３ａに接続さ
れ、この簡易型内視鏡画像音声送受信装置３Ａには内視
鏡画像の標準的な映像信号が入力される。そして、ま
た、接続端子４１は通信ケーブル４０を介して通信網４
と接続され、支援側の簡易型内視鏡画像音声送受信装置
３Ｂに内視鏡画像等の画像情報と音声情報とを送信でき
るようにしている。
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【００１８】図１は簡易型内視鏡画像音声送受信装置３
Ａ及び３Ｂの内部構成を示す。内視鏡装置２からの映像
信号或いはカメラ３３の映像信号は送信時にはＡ／Ｄ変
換してデジタル画像処理して画像を符号化する画像符号
／復号回路５１に入力されると共に、モニタ４３に入力
される。
【００１９】この画像符号／復号回路５１は（受信時
に）符号化された画像が入力されると、復号化して映像
信号に戻し、その映像信号をモニタ４３に出力する。な
お、画像符号／復号回路５１にはテンキー３６から文字
データを入力できるようにしている（テンキー３６の代
わりにキーボードでも良い）。この文字データは内視鏡
画像等に重畳してモニタ４３に表示したり、送信したり
することができるようにしている。そして、画像切換ス
イッチ３８の選択操作（切換操作）により、モニタ４３
に表示する画像を内視鏡装置２からのものとカメラ３３
からのものとを選択できると共に、画像符号／復号回路
５１に入力される映像信号も両者から選択できるように
している。なお、モニタ４３に表示される画像側を画像
符号／復号回路５１に入力して送信できるようにしても
良い。
【００２０】符号化された画像信号は音声と画像を多重
化する音声画像／分離回路５２に入力される。この音声
画像／分離回路５２は音声信号を符号化／復号化する音
声符号／復号回路５３と接続されている。
【００２１】この音声符号／復号回路５３はマイク３７
と接続され、送信時にはマイク３７から入力された音声
信号を符号化して音声画像多重／分離回路５２に出力す
る。そして、この音声画像多重／分離回路５２によっ
て、音声と画像が多重化されて通信インタフェース（通
信ＩＦと略記）５４を介して送信信号に変換されて通信
網４を介して支援側の簡易型内視鏡画像音声送受信装置
通信網３Ｂに送信する。また、電話機３５は通信ＩＦ５
４を介して通信網４に接続され、電話機３５により音声
による送受も行えるようにしている。
【００２２】一方、支援側の簡易型内視鏡画像音声送受
信装置３Ｂから通信網４、通信ＩＦ５４を介して音声画
像多重／分離回路５２に支援側から送信信号が入力され
ると、音声画像多重／分離回路５２により音声と画像と
を分離し、分離した音声を音声符号／復号回路５３に、
分離した画像を画像符号／復号回路５１にそれぞれ出力
する。
【００２３】音声画像多重／分離回路５２に入力された
符号化された音声は復号化された音声信号に戻され、こ
の音声画像多重／分離回路５２に接続されたスピーカ４
４から再生音として出力される。また、画像符号／復号
回路５１に入力された画像は復号化された画像信号に戻
され、この画像符号／復号回路５１に接続されたモニタ
４３で表示される。
【００２４】支援側の簡易型内視鏡画像音声送受信装置
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３Ｂの構成も診断／検査側の簡易型内視鏡画像音声送受
信装置３Ａと同様の構成である。
【００２５】簡易型内視鏡画像音声送受信装置３Ａでは
映像入力端子３９ａに内視鏡装置２が接続されている
が、簡易型内視鏡画像音声送受信装置３Ｂでは映像入力
及び出力端子３９ａ及び３９ｂと音声入力及び出力端子
３９ｃ及び３９ｄにはＶＴＲ５が接続されており、ＶＴ
Ｒ５によって画像及び音声の記録及び再生を行えるよう
にしている。
【００２６】つまり、ＶＴＲ５は映像入力及び出力端子
３９ａ及び３９ｂを介して画像符号／復号回路５１に接
続され、また音声入力及び出力端子３９ｃ及び３９ｄを
介して音声符号／復号回路５５２１に接続されている。
そして、画像及び音声の記録／再生を行えるようにして
いる。
【００２７】本実施の形態では図３に示すように開閉で
きる軽量かつコンパクトな構成のブックタイプのもの
で、内視鏡画像を入力する映像入力端子３９ａを設け
て、内視鏡装置２側から殆ど劣化の無い内視鏡画像を入
力して、その内視鏡画像を（通信手段を構成する）通信
ＩＦ５４及び通信網４を介して遠隔地などの支援を受け
る術者等に容易に送信できる構成にすると共に、遠隔地
側からの支援のための内視鏡画像などを受信して表示手
段としてのモニタ４３に表示できるようにしている。
【００２８】次にこのように構成された本実施の形態の
作用を説明する。内視鏡装置２のＣＣＵ１３に画像表示
手段としてのモニタ４３や通信手段としての通信ＩＦ５
４等を一体に設けて構成した小型で軽量かつコンパクト
な簡易型内視鏡画像音声送受信装置３Ａを接続して術者
は内視鏡装置２により内視鏡診断／検査を行い、その術
者が支援を受けたいような症例に遭遇したような場合に
は、その症例に対してより詳しい知識等を備えた術者に
電話機３５或いはマイク３７で支援を要請する。
【００２９】この場合、内視鏡装置２で撮像した内視鏡
画像を簡易型内視鏡画像音声送受信装置３Ａを使い、通
信網４を介して支援側の術者がいる簡易型内視鏡画像音
声送受信装置３Ｂに送信し、支援側のモニタ４３に表示
する。
【００３０】この場合、内視鏡装置２からの内視鏡画像
の映像信号（画像信号）を映像入力端子３９ａから取り
込むようにしているので、モニタに表示された内視鏡画
像をＴＶカメラで撮影して取り込む場合よりもはるかに
画質の良い内視鏡画像を簡易型内視鏡画像音声送受信装
置３Ａに入力してその内視鏡画像を送信することができ
る。
【００３１】そして、支援側のモニタ４３には画質の良
い内視鏡画像を表示できる。支援側の術者はモニタ４３
に表示された内視鏡画像を見て、的確な診断を下し易
い。診断結果はマイク３７から音声で診断／検査側に送
信したりすることができる。
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【００３２】また、支援側の術者はその内視鏡画像によ
る症例に類似する症例や、参考になる内視鏡画像がある
場合には、その内視鏡画像を記録したＶＴＲ５によりモ
ニタ４３に表示し、必要に応じて音声での説明を行い、
再生した内視鏡画像と共にを診断／検査側の術者に送信
したりすることができる。診断／検査側に送信された画
像及び音声はモニタ４３及びスピーカ４４で再生され
る。
【００３３】従って、本実施の形態によれば、診断／検
査側の術者は支援側の術者が遠隔地にいる場合でも、そ
の術者に診断意見等の支援を受けたい内視鏡画像を送信
して診断意見等を簡単に受けることができ、その場合、
支援側の術者から音声情報はもとより、画像情報でも支
援も受けることができるので、的確な内視鏡診断や治療
のための処置を行うことができる効果がある。
【００３４】なお、本実施の形態では内視鏡装置２（の
ＣＣＵ１３）のアナログの映像出力端子１３ａからの映
像信号を簡易型内視鏡画像音声送受信装置３Ａに入力す
るようにしているが、内視鏡装置２内に画像メモリを有
するものではデジタルの映像信号を生成し、モニタ１４
に出力するためにＤ／Ａ変換を行うようにしているの
で、そのＤ／Ａ変換を行う前のデジタルの映像信号を簡
易型内視鏡画像音声送受信装置３Ａに入力できるように
デジタルの映像入力端子を設けるようにしても良い。こ
のようにすると、より劣化の少ない内視鏡画像を簡易型
内視鏡画像音声送受信装置３Ａに入力できる。
【００３５】また、画像の記録／再生手段としてＶＴＲ
５の場合で説明したが、この他にＣＤ－Ｒ或いはＣＤ－
ＲＷ装置、ＤＶＤ－ＲＡＭ装置、ハードディスク装置或
いはフラッシュメモリなどを接続しても良い。また、こ
れらの１つ、例えば小型のハードディスク装置或いはフ
ラッシュメモリ等を内蔵するようにしても良い。
【００３６】なお、通信網４としては電話回線の他にＩ
ＳＤＮ回線で形成するようにしても良く、この場合には
より情報伝送をより高速で行える。また、電話機３５の
他に、携帯電話やＰＨＳを採用しても良い。
【００３７】（第２の実施の形態）次に本発明の第２の
実施の形態を図４及び図５を参照して説明する。図４は
第２の実施の形態を備えた内視鏡画像送受信システムの
全体構成を示し、図５は簡易型内視鏡画像音声送受信装
置の外観を示す。図４に示す内視鏡画像送受信システム
６１は内視鏡装置２と、この内視鏡装置２からの赤外線
を受光する受光部７２を設けた診断／検査側の簡易型内
視鏡画像音声送受信装置６３Ａと、この簡易型内視鏡画
像音声送受信装置６３Ａが無線の中継局６４を介して送
受信される支援側の簡易型内視鏡画像音声送受信装置６
３Ｂと、この簡易型内視鏡画像音声送受信装置６３Ｂに
内視鏡画像等の画像情報等を入力可能とする例えばパー
ソナルコンピュータ（以下、パソコンと略記）８８とか
ら構成される。
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7
【００３８】本実施の形態では内視鏡装置２のＣＣＵ１
３には赤外線の発光部２ａが設けてある以外は内視鏡装
置２は第１の実施の形態と同様の構成である。本実施の
形態の簡易型内視鏡画像音声送受信装置６３Ａは図５に
示すようにスクリーン部６５ａを設けたスクリーン板６
５にはカメラユニット６６と画像音声を送受する画像音
声送受ユニット６７とが磁力或いはマジックテープ（登
録商標）等で着脱自在に取り付けられるようにしてい
る。
【００３９】カメラユニット６６は撮像する（ビデオ）
カメラ６８及びこのカメラ６８で撮像した画像を表示す
るモニタ６９とが一体的に設けられている。また、この
カメラユニット６６には赤外線の発光部７０が設けてあ
り、映像信号を光信号で伝送可能にしている。
【００４０】また、画像音声送受ユニット６７の一方の
側面部分にはカメラユニット６６の発光部７０からの光
信号を受ける受光部７１と、内視鏡装置２の発光部２ａ
からの（内視鏡画像の映像信号を光信号に変換された）
光信号を受ける受光部７２とが設けてあり、他方の側面
には画像切換スイッチ７８（図４参照）が設けてある。
【００４１】また、この画像音声送受ユニット６７の正
面部分にはスピーカ７３とテンキー７４とマイク７５と
が設けてあり、さらにこの画像音声送受ユニット６７の
底面と上面には投影を行う投影部７６と電波を送受する
アンテナ７７とがそれぞれ設けてある。
【００４２】図４に診断／検査側の簡易型内視鏡画像音
声送受信装置６３Ａ及び支援側の簡易型内視鏡画像音声
送受信装置６３Ｂの内部構成を示す。両装置６３Ａ及び
６３Ｂは同じ構成である。図４に示すように内視鏡装置
２の発光部２ａに受光部７２を対向配置することによ
り、発光部２ａからの光信号は光通信ＩＦ８１を介して
画像の符号化／復号化を行う画像符号／復号回路８２に
入力される。この画像符号／復号回路８２にはテンキー
７４による文字情報も入力される。
【００４３】この画像符号／復号回路８２により符号化
された画像信号は音声及び画像の多重化／分離を行う音
声画像多重／分離回路８３に入力される。また、スピー
カ７３及びマイク７５が接続され、音声信号の符号化／
復号化を行う音声符号／復号回路８４により符号化され
た音声信号は音声画像多重／分離回路８３に入力され
る。
【００４４】この音声画像多重／分離回路８３で音声及
び画像の多重化が行われた信号は高周波変調／復調を行
うＲＦ部８５で高周波信号で変調されてアンテナ７７か
ら中継局６４のアンテナ６４ａに送信される。また、カ
メラ６８で撮像された画像信号は光通信ＩＦ８６により
光信号に変換され、発光部７０からこの発光部７０に対
向する受光部７１で受光され、光通信ＩＦ８７で符号化
された画像信号に変換されて音声画像多重／分離回路８
３に入力される。また、カメラ６８の出力は図示しない
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映像処理回路を介してモニタ６９に入力され、モニタ６
９にカメラ６８で撮像した画像が表示される。
【００４５】音声画像多重／分離回路８３には画像切換
スイッチ７８が接続されており、画像符号／復号回路８
２側からの（内視鏡画像の）画像信号とカメラ６８側か
らの画像信号との一方を選択して、選択された画像信号
を音声信号と多重化してＲＦ部８５側に出力する。
【００４６】ＲＦ部８５のアンテナ７７から中継局６４
に送信された信号はこの中継局６４で増幅されて支援側
の簡易型内視鏡画像音声送受信装置６３Ｂに送信され
る。この簡易型内視鏡画像音声送受信装置６３Ｂは診断
／検査側の簡易型内視鏡画像音声送受信装置６３Ａと同
じ構成である。但し、本実施の形態では支援側の簡易型
内視鏡画像音声送受信装置６３Ｂの受光部７２には例え
ばパソコン８８の発光部８８ａが対向配置され、このパ
ソコン８８のハードディスク等に記録した内視鏡画像等
を発光部８８ａから受光部７２側に送信できるようにし
ている。
【００４７】支援側の簡易型内視鏡画像音声送受信装置
６３Ｂからの画像信号及び音声信号が中継局６４を介し
て診断／検査側の簡易型内視鏡画像音声送受信装置６３
Ａに送信すると、ＲＦ部８５で検波（復調）等されて符
号化及び多重化された音声及び画像信号となり、音声画
像多重／分離回路８３に入力され、音声信号と画像信号
とに分離されて音声符号／復号回路８４と画像符号／復
号回路８２とにそれぞれ入力される。
【００４８】音声符号／復号回路８４と画像符号／復号
回路８２ではそれぞれ復号化して音声信号と画像信号に
戻し、音声信号はスピーカ７３で音声として再生され、
画像信号は投影部７６に入力されてこの投影部７６で、
投影用画像を生成し、この投影部７６の面をスクリーン
部６５ａの面に対向する状態に設定することにより、ス
クリーン部６５ａに拡大投影された画像を表示できるよ
うにしている。
【００４９】第１の実施の形態では内視鏡装置２からの
画像情報は有線で簡易型内視鏡画像音声送受信装置３Ａ
に入力されていたが、本実施の形態では光によりワイヤ
レスで簡易型内視鏡画像音声送受信装置６３Ａに入力さ
れる。また、第１の実施の形態では送受した画像情報は
簡易型内視鏡画像音声送受信装置３Ａのモニタ４３で表
示するようにしていたが、本実施の形態では光学的な投
影部７６を設け、画像を投影部７６からスクリーン部６
５ａに投影表示するようにしている。このため、スクリ
ーン部６５ａと投影部７６との距離を変えることによ
り、投影画像のサイズを大きくする等が簡単にできし、
画像音声送受ユニット６７を小型かつ軽量にできる。
【００５０】本実施の形態では内視鏡装置２と簡易型内
視鏡画像音声送受信装置６３Ａとを直接ケーブルで接続
しないでも、内視鏡装置２の発光部２ａと簡易型内視鏡
画像音声送受信装置６３Ａの受光部７２とを対向配置す
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る状態に設定すれば、第１の実施の形態で説明したよう
に内視鏡画像や音声等の情報を支援側の簡易型内視鏡画
像音声送受信装置６３Ｂに送信できると共に、支援側の
簡易型内視鏡画像音声送受信装置６３Ｂから送信される
内視鏡画像や音声等の支援情報を受けてスクリーン部６
５ａに投影表示することができる。
【００５１】従って、本実施の形態も第１の実施の形態
とほぼ同様の効果を有する。
【００５２】なお、本実施の形態では画像音声送受ユニ
ット６７側には内視鏡装置２等の外部装置側の発光部か
らの光信号を受信する受光部７２を設けているが、光信
号を外部装置側に送信する機能も備えた赤外線通信部で
形成しても良い。
【００５３】このようにすると、外部装置としての例え
ばパソコン８８に内視鏡画像を送信して記録するように
もできる。また、この赤外線通信部として、パソコンに
広く採用されるようになったＩｒＤＡ方式の赤外線ポー
トにしても良い。なお、上述では、主に医療用の場合で
説明したが、工業用の場合にも適用できる。
【００５４】［付記］
１．通信回線を介して内視鏡画像及び音声を送受可能な
機能を有する簡易型内視鏡画像音声送受信装置におい
て、画像表示手段と通信手段とを一体に構成すると共
に、前記内視鏡画像を入力する入力手段を設けたことを
特徴とする簡易型内視鏡画像音声送受信装置。
２．前記入力手段は有線或いは無線による入力手段であ
る付記１記載の簡易型内視鏡画像音声送受信装置。
３．前記前記内視鏡画像を記録する画像記録手段を有す
る付記１記載の簡易型内視鏡画像音声送受信装置。
４．前記入力手段は標準的な映像信号の入力端子をする
付記１記載の簡易型内視鏡画像音声送受信装置。
５．前記通信回線は電話回線又はＩＳＤＮ回線である付
記１記載の簡易型内視鏡画像音声送受信装置。
６．前記入力手段は光通信による入力手段である付記１
記載の簡易型内視鏡画像音声送受信装置。
７．前記画像表示手段は投影部と、該投影部からの投影
画像を表示するスクリーン部からなる付記１記載の簡易
型内視鏡画像音声送受信装置。
８．前記通信手段は内視鏡画像を符号化した信号で伝送
する通信インタフェースを有する付記１記載の簡易型内
視鏡画像音声送受信装置。
９．前記通信手段は高周波信号の変調／復調手段を有
し、アンテナから高周波信号を送受する付記１記載の簡
易型内視鏡画像音声送受信装置。
１０．撮像するＴＶカメラを有し、該ＴＶカメラによる
画像と前記内視鏡画像とを選択して送信する選択手段を
有する付記１記載の簡易型内視鏡画像音声送受信装置。
【００５５】
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【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、通
信回線を介して内視鏡画像及び音声を送受可能な機能を
有する簡易型内視鏡画像音声送受信装置において、画像
表示手段と通信手段とを一体に構成すると共に、前記内
視鏡画像を入力する入力手段を設けているので、画像表
示手段と通信手段を一体にしたコンパクトな装置構成
で、入力手段により内視鏡画像を入力して通信回線を介
して遠隔地側に送信し、遠隔診断／検査を容易に行え
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態を備えた内視鏡画像
送受信システムの全体構成を示すブロック図。
【図２】内視鏡装置の構成を示すブロック図。
【図３】簡易型内視鏡画像音声送受信装置の外観を示す
斜視図。
【図４】本発明の第２の実施の形態を備えた内視鏡画像
送受信システムの全体構成を示すブロック図。
【図５】簡易型内視鏡画像音声送受信装置の外観を示す
斜視図。
【符号の説明】
１…内視鏡画像送受信システム
２…内視鏡装置
３Ａ，３Ｂ…簡易型内視鏡画像音声送受信装置
４…通信網
５…ＶＴＲ
１１…内視鏡
１２…光源装置
１３…ＣＣＵ
１４…モニタ
２７…ＣＣＤ
２９…ビデオプロセス回路
３１…装置本体
３２…蓋部
３３…カメラ
３５…受話器
３６…テンキー
３７…マイク
３８…画像切換スイッチ
３９ａ…映像入力端子
４１…接続端子
４０…通信ケーブル
４３…モニタ
４４…スピーカ
５１…画像符号／復号回路
５２…音声画像多重／分離回路
５３…音声符号／復号回路
５４…通信ＩＦ
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摘要(译)

解决的问题：提供一种简化的内窥镜图像语音发送/接收装置，其能够容
易地通过内窥镜图像实现远程诊断/检查。 解决方案：诊断/检查侧的简
单内窥镜视频/音频发送/接收设备3A通过通信网络4与支持侧的连接，通
过视频输入端子39a从内窥镜设备2输入。 可以将内窥镜图像显示在监视
器43上，并且将内窥镜图像与音频信号一起经由通信IF 54发送到支撑侧
的简化内窥镜图像音频收发器3B，从而将内窥镜图像显示在监视器43
上。 除了易于在支撑侧上接受操作者的建议之外，还可以根据需要向内
窥镜图像发送参考内窥镜图像等，从而易于进行诊断/检查。 我在努力
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